
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11 回 両毛地区痛みWEB 研究会（学術講演会）のご案内 
 

謹啓 

時下、先生方に於かれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

下記の日程にて「第 11 回両毛地区痛みWEB研究会（学術講演会）」を開催致します。是非多数の先生方にご参加頂きた

く存じます。ご多忙中とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご出席賜りますようご案内申し上げます。 

                                       謹白 

記 

 

日 時：2025 年 8 月 28 日（木）18:45～21:00 
配信方法：本研究会は、Zoom を使用しておこないます。(詳細は、裏面をご確認ください。)  

製品説明 18 時 45 分～19 時 00 分 

『経皮吸収型持続性疼痛治療剤ジクトルテープ 75mg 製品紹介』  久光製薬株式会社                       

特別講演Ⅰ 19 時 00 分～20 時 00 分 

座長 ：佐野厚生総合病院 麻酔科・ペインクリニック 部長 坂口 結夢 先生  

 

『 ジクトルテープファーストには理由（わけ）がある。 

～あらためて考えるジクトルテープを用いたがん疼痛緩和治療戦略～ 』 

演者：ベルランド総合病院 緩和ケア科 部長 山﨑 圭一 先生 

 
特別講演Ⅱ  20 時 00 分～21 時 00 分 

座長 ：足利赤十字病院 整形外科 部長 丹治 敦 先生  

 

『 大腿骨近位部骨折に対するチーム医療  

          -Orthogeriatric co-management と FLS- 』 
演者 ：佐野厚生総合病院 整形外科 主任部長 吉川 寿一 先生  
 

〔質疑応答〕チャット機能を利用しておこないます。 

■下記 URL また二次元コードより事前登録をお願い致します。 

事前登録終了後、招待URL を登録していただいたメールアドレスに送付させていただきます。 

 

https://us02web.zoom.us/meeting/register/jgWwPIVAR9WeSH6SDk2DQA 

■ご登録いただきました内容に関しましては本セミナー以外では使用致しません。 

■何かご不明な点等ございましたら、下記連絡先までご連絡をお願い致します。 

【連絡先】 久光製薬株式会社   落合 雄大 TEL：070-3763-4688 Mail：Yuta_Ochiai@hisamitsu.co.jp 

 

共催 両毛地区痛み研究会/久光製薬株式会社 

https://us02web.zoom.us/meeting/register/jgWwPIVAR9WeSH6SDk2DQA


オンライン開催(Zoom)視聴方法 

 

■今回のセミナーは「Zoom」を使用して行います 

パソコン、スマートフォン、タブレットなど、インターネットに接続できる端末の確保をお願いいたします。 

できる限り、安定したネットワークに接続されることをお勧めいたします。パソコンの方は、有線で繋げることをお勧め

いたします。事前に zoom.us のダウンロードセンターより当日ご参加予定のパソコン、スマートフォン等に 

「Zoom」アプリのインストールをお願いいたします。 

ご自身がお使いのインターネット回線（契約）で、月額データ通信量 に上限がある場合はご注意ください。 

 

■参加申し込みについて 

案内文に標記されている QR コードをスマートフォン等で読み取り下さい。 

事前登録ページ 図➀が表示されます。お名前、E-mail アドレス、ご所属、ご役職をご記載の上、お申し込みください。 

登録いただいた E-mail アドレス宛に登録確認のメール図②が送信されます。開催当日に「ここをクリックして参加」よ

りご参加ください。万一、このメールが送信されてこない場合は登録時の E mail アドレスをご確認の上、再度、ご登録

をお願いいたします。当日は、図②の「ここをクリックして参加」よりご参加下さい。クリックするとブラウザより「Zoom」

の HP が表示されます（図③）。英語表記の場合は「launch meeting」、日本語表記の場合は「ミーティングを起動」をク

リックしてご参加下さい。マイク、画面は共にオフの状態となっております。 

 

■当日の質疑について 

講演の質疑に関しては、全員 宛に「チャット機能」をご利用ください。講演中でもチャット機能はご利用できます。講

演終了後に座長を通して演者からご回答を頂きます。 

 

 

 

図① 図② 図③ 

   


